


































































































































































































































く重臣である大アミール 発給文書である とが明らかになり、王令以外にモンゴル語 官文書の存在 初めて確認





















同様に文書様式 宣言される。その文書様式に則 ば、王令はモンゴル語で「ウゲ」 （
üge ） 、トルコ語で「ヤルリグ」
（





れる。 「ウゲ」はモンゴル語、 「スズ」はトルコ語で「言葉」を意味し、実際には皇帝の勅令以外の 命令 を指す。トルコ語の「ヤルリグ」 （
yarliy ）は貴人の「仰せ」を意味し、
文書行政上では君主の「勅令」を指す。アラビア語の「ファルマーン」も同じく「勅令」を意味する。言語上、トル
コ語の 「ヤルリグ」 に対応するモンゴル語は 「ジャルリグ」（ǰarliγ ）であるが、イル
=
ハン朝の文書行政上では「ヤル
































































































































































































































































































































































































り、二〇〇六年から日本・イラン・中国 よるモンゴル帝国期多言語文書の国際共同研究プロジェクトが組織された。前述のように ペルシア語文 とモンゴ 語文書という二元的な視点は従来から存在していたが、 より巨視的にユーラシア規模で中央アジアのウイグ 文書や中国の漢字文書、パクパ字文書なども視野に入れてア ダビー 文書を理解しようという試みである。また、二〇一二年にはイラン国立博物館と正式 共同研究提携が結ばれた。現在も













モンゴル帝国期から元朝期 か ての公文書との共通性が見受けられる。とりわけ、モンゴル帝国期の発令文書（命令文）に関しては、コトヴィツ、グレゴリーエフ、シューなどによって共通の様式が存在することが早くから指摘されてきたが、とりわけ、日本の研究者によって新資料の紹介および分類・体系化が進められ、また、中国の研究者からも新資料の紹介が積極的におこなわれた 中でも、杉山正明は各言語のモンゴル時代発令文を集成・分類してその体系化を試み、小野浩は特 冒頭句の比較により各言語に



















国期発令文書のなかでどのような位置づけにあるのか研究をおこなう基盤が整ったと言える。上述 ように モンゴル帝国期発令文書のなか も大多数を占める元朝期発令文書は特に定型化 でいる点でモンゴ 帝国初期の文書と明確に区別できることから「大元ウルス書式」と呼ばれるが、イル
=
ハン朝公文書に関する限り、その様式が「大


































   （四）正当性の表示
   
（五）背景説明
 （六）指令一





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































) 」が省略され、 「 （二）発令者名と発令様式宣言」の






































徴のひとつに、定型表現による権威の序列の提示というものがある。それは上級権威の提示においても反映されているが、それ以前に発令様式自体 厳格な序列が規定されている。これは元々は中国王朝における漢語文書様式からの影響であり 元朝においてはモンゴル語による発令様式序列の前提として、 漢語 よる発令様式の序列が存在する。すなわち、皇帝による「聖旨」 、皇后 よる「懿旨」 、皇族による「令旨」 、高官や
駙
馬による「鈞旨」 、帝師・国師に
よる「法旨」などが る。こ ら漢語の発令様式は必ずしも文書内容が漢語で書かれていることを意味しないが、モンゴル帝国期発令文書様式が伝統中国的な漢文文書 の影響を受けていることは間違いない。こ らの発令様式分類はモ 語文書にも踏襲されており、漢語に対応するモンゴル語は「聖旨」が「ジャルリグ」 （
ǰarliγ ） 、 「懿旨」
は「イジ」 （










yarliγ ） （仰せ）と「ウゲ」 （
üge ） 、 「スズ」 （
söz ）











































































































































































語で提示されるのと同時に、最高権威として「神」を冠た祈願句がアラビア語またはペルシア語で提示され、 「勅令」 を表す発令様式として 「ファ マーン」 （
farm
ān ） が 「ヤ
ルリグ」 （
yarlīgh ）と併用されるようになる。これはそれ



























































































































































































































































































































































































































































































印章制度の影響を多大に受けた のであったことは事実であるが、 そ 制度がそのまま受容されたわけではなかった。まず、イル
=
ハン朝の印章制度は元朝のように官僚機構全









































































































































































































































































































































































































































































































































ン朝の文書行政制度は中国の影響を強く受けた東部ユーラシア諸地域 それと十分に比較対象となりうるもの あり、相互比較を通じて り多角的な視点から文書システムやその背景にある社会状況の解明が期待される。







図 6：金文字・擡頭（年代不明アルグン = ハン発令モンゴル語文書）

















印文書のサイズの一例（704AH シャイフ = ハサン = チョバニー発令ス
ズ文書：MMI, r.459/s.25878）
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人民疆土、悉く我に歸するに、汝印を負いて何に之かんとするか」 と。 對え 曰く、 「臣の職なり。 將うるに以て死守し、故主の之を授くを欲求するのみ。安んぞ敢えて他に有らしめんや」と。帝曰く、 「忠孝の人なり」と。是の印 れに用いんかと問うに、對えて曰く、 「出納錢穀、委任人材、一切の事、 皆な之を用い、 以て信驗と爲すのみ 帝之を善し、命じて左右に居せしむ。是れが後 凡そ制旨有らば、始めて印章を用い、仍お命じて之を掌ら む。帝曰く 「汝、深く本國文字を知るか」と。塔塔統阿 く蘊う所を以て對え旨に稱う。遂に命じて太子諸王に教うるに畏兀字を以てし國言を書かしむ」 。
（
（（）T.Jahāngushā/Q
azvīnī, v.1, dhikr-i Y
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めに弟フレグに「皇弟之寶」を下賜 た可能性は考えられるが （ 『元史』 巻一三九、 乃蠻台伝
;  四日市二〇一二、 三一六頁） 、
あくまで想像の域を出ない。近年、 宮紀子が「輔國安民之寶」に関して非常に興味深い指摘をおこなって る。それは、 『秋澗先生大全文集』所収の「大元故蒙軒先生田公墓誌銘 に見えるフレグの称号「輔國賢王」が朱印の由来となっるという見解である（宮
  二〇一四、 三九頁、注二九。宮はま



















































































































































































































































.3 ）の冒頭では、 上級権威の提示として「勅命により」 （
az 































































イルハン朝に対するマムルーク朝の文書の書式として金文字が使用されることが説明 る。他の王朝に対する 式では金文字は使用されていないこ から これはイルハ朝側の金文字使 の慣習に対応する形でマムルーク朝側も金文字を使用したも と見られる。 「当該書簡は、神に捧げる言葉、花押、宛名
unw
ān ）のすべてが縁取りされた金
文字で書かれる。栄光に満ちた名や崇高さを備 るど ような語句が 中に現れる場合でも、必ず同様にす たとえば、至高なる神や我ら 預言者ムハンマド― ―神が彼に祝福と平安を与えんことを― ―の名ま は預言者たちや天使たち― ―彼らに平安があ んことを― ―の誰かの名が現れたり、イスラームの宗教に関して言及されたりする場合である。ま 、我々のスルターン るいは名宛人であるスル
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